
マイクロファイバー汚染
その原因・影響と投資家にとっての課題

繊維製品や衣料品等で使用される天然繊維、合成繊維などすべての繊維から抜け落ちるマイクロファイバーは、

年間48～428万トンも自然環境に放出されています。放出されたマイクロファイバーは自然界で簡単には分解されず、

ヒトは大気中に浮遊しているマイクロファイバーを吸い込んだり、生物が摂取したものを食物連鎖を通じて意図せ

ず体内に取り込むことで、健康被害に繋がる可能性もあります。

マイクロファイバー汚染の原因は何か、私たちにできることは何か、本レポートでご紹介します。

MUFGファースト・センティア
サステナブル投資研究所



マイクロファイバー汚染とは

一般的に繊維製品から抜け落ちる天然または合成の微細繊維で、直径50

マイクロメートル以上、長さが1マイクロメートルから5ミリメートルのもの

をマイクロファイバーと呼びます。人間の髪の毛の直径約5分の1に過ぎま

せん。天然、合成、半合成の繊維製品を含め、すべての繊維製品からマ

イクロファイバーが抜け落ちます。

「天然」繊維が植物や動物に由来するのに対して、「合成」繊維はプラスチッ

クに由来します。「半合成」繊維は植物由来ではありますが、多数の化学

処理を施し、人工的に生産された繊維です。

汚染発生源の上位国は、中国、インドネシア、米国、スリランカ、インドです。

これらの国が上位である理由として、人口規模や繊維製品の消費量だけで

なく、繊維生産におけるサイクルや、人口1人当たりの排水処理施設の整

備状況が相対的に低水準であることも挙げられます。
ヤムシ（動物プランクトンの一種）がマイクロファイバーを摂取して、
腸内の餌の通り道が塞がれてしまっている様子



マイクロファイバー汚染の問題点

自然環境における
幅広い分布

世界中に遍在し、非常に小さい繊

維で伝搬が容易であるため、地球

上のほぼすべての生息地で検出さ

れています。

海洋食物連鎖の底辺における繁殖率の低下や死亡が海洋個体群にカスケード効果をもたらす危険性や、

汚染された魚介類に対する消費者の意識が水産業にどのような影響を及ぼすか等は依然不透明なままであり、さらなる研究が必要となります。

生分解※1性の低さ

放出されてしまうと、生分解のスピー

ドが遅いため、①病原菌の温床、

②海洋生物が餌と間違え摂取する

等の問題を引き起こす可能性があり

ます。

※1: 微生物などの生物によって無機物まで分
解されること

食物の摂取や大気中
からの吸引による
健康被害の可能性

生物に摂取され、食物連鎖を通して、

最終的にヒトの食物を汚染する可能

性があります。これまで、摂取や吸

い込みによってもたらされる影響に

ついて十分な研究がされていませ

んが、大気中のマイクロファイバー

を吸い込むことで、肺疾患を含む

呼吸器系の合併症と関連があると

されています。



マイクロファイバーの発生源

染色、プリント加工、繊維・衣料品の仕上げ加工における研磨工程でマイ

クロファイバーが抜け落ちます。繊維製品の製造に伴う抜け落ち量は、使

用に伴う抜け落ち量を上回る可能性があると指摘されています。

マイクロファイバーは洗濯機の場合は排水として廃棄され、乾燥機の場合

は大気中に放出されます。繊維は使用時にも洗濯時と同量のマイクロファ

イバーを放出する可能性があります。

天然繊維（綿や羊毛など）は合成繊維よりも抜け落ちやすく、フィラメン

トが多く露出している繊維（フリースなど）はフィラメントの露出が少ない

繊維より抜けやすい等、繊維の組成や織り方も、繊維の抜け落ち率に影響

を及ぼします。

繊維製品や衣料品等の製造時、使用時（洗濯・乾燥）・廃棄時というライフサイクル全体を通じて生じる排水や、

大気中への放出、土壌への直接的な放出がマイクロファイバー汚染の一因となります。

製造

メンテナンスと
使用

組成と織り方

生活排水や産業排水は排水処理施設で処理することで、汚染除去済みの

排水を環境に還元することができます。しかし世界の排水の80％は十分な

処理が行われないまま、自然環境に流出していると考えられます。

排水処理



私たちは何をすべきか

 »洗濯機へのマイクロファイバーフィ
ルターの設置

個人

 »研究グループとの協力による業
界共通基準の開発

 »抜け落ち率に対する自主規制の
取り組み

 » 生地・衣服の製造時にマイクロファ
イバーの放出を抑える装置を導入

 »洗濯機におけるフィルター内蔵の
新しい製品、または後付け用フィ
ルターの開発

産業界

 »業界共通基準の認定、繊維の抜
け落ち率の上限を設定。抜け落
ちの多い製品への課税措置や、
各繊維の抜け落ち率を製品ラベ
ルに表示することを義務化

 » 放出を最小限に抑えるため、ベスト
プラクティスの採用を企業に要求

 »新しい洗濯機にマイクロファイバー
フィルターの内蔵を義務付ける
法案の可決

政府、
規制当局

 »繊維・衣服のバリューチェーンに
おける取組として、①抜け落ち率
の基準採用、②繊維の抜け落ち
防止策の積極的な奨励

 »広範囲に及ぶ抜け落ち率の規制
がバリューチェーンに及ぼす経済
的な影響を把握

 »洗濯機メーカーと連携し、製品開
発・商品化を促進

投資家

マイクロファイバーを自然環境から直接除去することは極めて非効率です。マイクロファイバー汚染を低減する最も効率的な方法は、

自然環境への流出を防ぐ、つまりマイクロファイバーの抜け落ちの発生源に対策を講じることです。



繊維製品の使用
―洗濯と使用

排水処理インフラ

汚泥肥料

ヒトの食料源

繊維製品の製造

マイクロファイバーの
大気中への放出

水を介してマイクロファイバーが自然環境に流出

製造時の
マイクロファイバ
ー捕捉率の改善

繊維の
抜け落ち率
の低減

洗濯時の
マイクロファイバ
ーの捕捉

多くの場合、
捕捉率は
90% 以上

捕捉された
マイクロファイバ
ーの再流出

世界人口の
約3分の2が

排水処理インフラ
にアクセス
できない

自然環境に
流出する
排水のうち
処理済みは
10%未満

排水処理施設での
除去率の向上

マイクロファイバーのライフサイクル
この図では、マイクロファイバー汚染の主な発生源
と分布のほか、考えられる汚染防止策を示しています。
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